
 

    
 
 

 
 
                  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※国天然記念物「橡平桜樹林」に隣接する国有林「ふれあいの森」指定個所の整備 

国天然記念物「橡平桜樹林」 

昭和９年１月２２日文部省告示第１６号 

○所在地  北蒲原郡金塚村大字貝屋字橡平 

○指定地籍 国有林 １１７町６反６畝７歩 

□指定当時の様子（昭和１１年の記録から抜粋） 

 此処の花の盛りは例年５月の初旬でありますが、今年

は５月１０日ころになることかと思います。花の盛時に

大峰山の頂上付近よりこの桜樹林を望み見ますれば、ま

だ若芽ふかない雑木の林の中に新緑にもゆるケヤキやブ

ナ、白い花をつけたコブシ等とともに大山桜（紅山桜）

は峰の頂に近いところに紅の雲のようにただよい、山桜

（白山桜）は麓の方に白い霞のようにたなびいており、

ところどころには赤松や杉等の常緑樹の緑も混じてその

色彩の変化に富んだ美しい眺めは、全山花というごとき

眺めより却って趣があるように感じます。 

□現在の様子（橡平に隣接する「ふれあいの森」付近） 

 高度３００メートル付近から、高さ１０メートルを超

える桜の老木が見られるようになるが、他の落葉高木も

同様の高さで葉を広げており、桜の若木はこの高さに達

するまで成長できず、枯死したとみられるものが多い。

倒木の付近など日当たりのよい場所では桜の幼木が多く

みられる。傷んでいる老木が多く、幼木の保護が必要。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
主催：加治川さくらの里づくりの会／新発田地域緑化推進協議会 

連絡先：0254-29-0600（さくら森林組合内） 

後援：新発田市 

H23.6.4 作業終了後のスナップ 


